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鈴議第１３３１号 

令和６年１月１５日 

 
 

鈴鹿市長 末 松 則 子 様 

 

鈴鹿市議会議長 山 中 智 博 

 

 

 

鈴鹿市議会からの提言について 

 

本年度、各常任委員会（予算決算委員会を除きます。）において、それぞれ所管事務

の調査研究を行い、下記のとおり意見をまとめましたので、提言いたします。 

なお、市長におかれましては、令和６年度予算編成及び政策決定の参考とされます

よう申し添えます。 

 

記 

 

１ 総務委員会 

（１）有事に備えた災害対応について 

 ①頻発、激甚化する大規模災害に備え、多様化する市民ニーズに対応するため、

市役所本庁舎防災備蓄倉庫の備蓄食の品数や数量の増加を検討するとともに、

各避難所の備蓄食についても早急にアレルギー対応食への切替えを進めること。 

 

  ②地域住民による円滑な避難所開設・運営を目指すために、地域主体の防災訓練

を支援するだけではなく、市から地域へ防災訓練実施の積極的な働きかけを検

討すること。 

 

③職員が避難所へすぐに出動できない場合においても、地域住民による避難所開

設・運営ができるよう、各避難所の防災備蓄倉庫に設置されているオリーブボ

ックスについて、地域住民への説明・訓練等による周知を進めること。 

 

 ④発災時に迅速に対応するための大規模災害を想定した図上訓練を実施し、情報

の一元化による関係部署との適切な情報共有に努めること。 
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（２）投票率の向上について 

 ①若年層の投票環境の向上並びに選挙啓発を目的に、市内の大学、高等専門学校、

高等学校及び自動車学校等への移動式期日前投票所の設置を検討すること。 

 

 ②若年層の主権者教育を進めるに当たり、主権者教育の実施内容や選挙管理委員

会と教育委員会の役割分担を明確化することで、より効果的な主権者教育の実

施が期待できることから、選挙管理委員会と教育委員会との主権者教育に関す

る連携について検討すること。 

 

  ③市民に選挙について関心を持ってもらえるよう、投票済証を活用した選挙割に

ついて鈴鹿商工会議所へ情報提供を行うとともに、投票済証に市の風景等をデ

ザインするなど、投票済証に付加価値をつけることを検討すること。 

 

２ 文教環境委員会 

（１）学力向上について 

①学力向上への明確な目標を設定すること。 

 

②学習意欲の向上、学習機会の増加、学力の定着化のために、各種学力検定の検

定料の補助制度の導入に向けて調査研究すること。 

 

  ③学習塾等の利用助成について、福祉的な目的で事業を行っている自治体が見ら

れるが、それに限らず、教育的視点から、学力向上に重きを置いた事業の実施

を、財政状況を勘案しつつ検討すること。 

 

  ④私立小中学校への私学振興費補助を廃止した経緯があるが、補助制度の創設に

ついて再考すること。 

 

（２）文化施設、スポーツ施設の利用率向上について 

①施設の利用者増加、利便性向上を図るため、キャッシュレス決済の導入を検討

すること。その際には、現在導入している公共施設予約システムを活用し、シ

ステム上で減免、キャンセル等にも対応できるよう他自治体の取組を調査研究

すること。  

 

３ 地域福祉委員会 

（１）子どもの権利条例について 

①スケジュールにとらわれることなく、有識者を初め、市民、子ども等の多様な

意見をしっかり取り入れ、鈴鹿市の実情に即した条例を策定すること。 

 

②条例策定と並行して規定する内容を具現化し実行するため、予算や施策に反映

させるとともに、条例の目的が達成されているかを検証すること。 
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（２）書かない窓口について 

  ①書かない窓口の開設により、手続きの時間短縮や人件費の削減など多くのメリ

ットがあるため、先進市を参考にし、国の動向も注視しながら導入に向けた検

討を庁内全体で行うこと。 

 

  ②窓口案内表示について、手続きごとに色分けするなど窓口で待つ人がより分か

りやすい案内等を検討すること。 

 

（３）結婚新生活支援について 

  ①結婚を希望する若者を後押しし、少子化対策に資するため、国の補助金を活用

した、結婚新生活支援事業の導入を検討すること。 

 

  ②補助金を導入する際には、当事者へ効果的な周知方法を検討すること。また、

導入後は補助金の利用者にアンケート等を実施し、その効果を把握すること。 

 

４ 産業建設委員会 

（１）道の駅について 

 ①防災の拠点、観光名所、市民の憩いの場として、本市の特色を生かせるような

道の駅について、官民連携も視野に入れて、調査研究を進めること。 

 

  ②鈴鹿四日市道路、鈴鹿亀山道路の整備に合わせ、道の駅のコンセプト及びター

ゲットを明確にするとともに、設置に当たってはニーズについて調査していく

こと。 

 

（２）インバウンドを含めた観光誘客について 

  ①インバウンドを増加させるため、ＳＮＳの活用を強化するとともに、県内外か

ら鈴鹿サーキットを訪れる機会を生かせるように、地域資源や観光資源を効果

的に情報発信し、本市での滞在時間を増加させる取組を実施すること。 

 

（３）ふるさと納税の取り組みについて 

 ①ふるさと納税の業務に集中して取り組めるような職場環境の整備を検討するこ

と。 

 

 ②寄附額の増加につなげることから、本市の特産品を生かしたふるさと納税の定

期便を充実させること。また、本市を訪れていただけるような体験型の返礼品

や観光イベントなどを増やしていくこと。 

 

（４）コミュニティバス（Ｃ－ＢＵＳ）について 

 ①コミュニティバス（Ｃ－ＢＵＳ）の運行に当たり、運賃体系や車両の小型化、

路線等について、利用実態やニーズに基づき検討すること。 

   


